


　継続は力なりと申しますが、今回で８年目を迎えた地域活性化プログラムにこの言葉があて
はまるでしょうか。指導教員が入れ替わったりテーマが変わったりで、最初から同じテーマで
続いている取組はそれほど多くはないのですが、学園祭などで８年間の成果を一覧できるよう
になっていたりするのを見るとちょっとした壮観です。昨年度から文科省の「地（知）の拠点
整備事業（COC）」の一環としての位置づけがなされ再スタートしましたが、当初の意気込み
が指導教員によみがえったのではないかと期待しています。
　地域活性化プログラムは、学生が地域の中に入っていって地域の課題を解決していこうとす
るものですが、その実は地域による学生活性化プログラムでもあります。つまり我々教員が講
義やゼミ各種の演習を通じて学生を教導するだけでなく、さまざまな形で地域の方々と接し、
時に怒られ時には褒められるという体験を積むことによって学生が実社会に出た時の「コミュ
ニケーション能力」を飛躍的に伸ばせる可能性が期待されているのです。
　またプログラムはチームで共同作業を行うものなのですが、率直にいってメンバー間にはい
ろいろと温度差があります。時間を守らない、割り当てられたタスクをちゃんとやってこない
等さまざまなドタバタが起きていること、これも実社会の縮図であるかと思えます。こうした
困難を乗り越えることを通じて成長していく学生が増えています。
　これまでのプログラムの中で学生と地域の方々がいろいろな形で接触し、さまざまな活動を
行ってまいりました。中には「若い学生さんが地域の中に入ってきてくれるだけで充分です」
というご意見もありましたが、さらにプラスしてもっと地域のためになることをしなければな
らないと考えています。
　本学は開学以来、「去華就實」「社会に役立つ人間となれ」をモットーとしています。ただ役
に立つかどうかを決めるのは社会であり他人です。ここで独りよがりがあったり、根拠のない
独善があったりしたのでは真に「役立つ」人間にはなれません。つまり上のモットーは、自ら
に対する客観的な認識に裏付けられた自身が必要になってくるということです。いろいろな人
たち－関係者から率直な評価をもらえることは、成長途上の学生にとって得難い機会であるか
と思います。あとはその評価をどう活用していくかということですが、この点はまだ学生次第
ということになりますので、このあたりも我々は考えていかねばならない点であるかと思って
います。
　地域交流、実社会との連携を行っている教育機関は他に数多くあると思います。東日本大震
災の後も、被災地の支援を正課の中で取り上げた大学があると報告されています。ただ、本学
のような形で長期間地域との関係を築き上げているものはあまりないのではないかと自負して
います。地域の方々、特に学生と接することになる各位にはご迷惑なことかも知れませんが、
次世代の若者の成長のためによろしくお願いする次第であります。

平成２７年３月

ご　あ　い　さ　つ

長岡大学は、文部科学大臣が認証する財団法人日本高等教育評価機構によ
る大学機関別認証評価を受け、平成22年３月24日付で、「日本高等教育評
価機構が定める大学評価基準を満たしている」と「認定」されました。
認定期間は、2009年４月１日～2016年３月31日です。2009.4-2016.3

学長　内藤　敏樹



　髙橋ゼミは、地域に根差した大学づくりを目指す長岡大学が平成１９年文部・科学省の “現代的教
育ニーズ取組支援プログラムに採択された「学生による地域活性化提案プログラム」（現在は「学生
による地域活性化プログラム」：長岡大学の独自教育プログラム）に「安全・安心・文化的なまちづくり」
をテーマにして参加以来、今日まで一貫して” 豊かで安全で安心して暮らせる地域づくり” を一貫し
た基本テーマとしてプログラムに参加しています。
　活動当初は、長岡市が平成１８年に策定した「長岡市総合計画前期基本計画」の中の「安全・安心」
に関する基本施策の具体化に取り組みました。取り組みの中で行った若者へのアンケートで “「豊か
で安全で安心して暮らせる地域づくり」の基本は「地域コミュニティづくり」ではないか” とのコメ
ントが書かれていました。
　そこで、平成２１年から現在に至るまで「地域コミュニティを中心とした安全・安心」を中心テー
マにして、長岡市神谷地区を拠点にして活動を行っています。長岡市神谷地区は、旧三島郡来迎寺村
一帯の大地主である高橋家と旧来迎寺村役場があったことから歴史的遺産や建造物が豊富にあり、か
つ地域コミュニティの機能がしっかりしていて地域全体の一体感が強く、そのうえ行政に頼るのでは
なく自分たちの手で地域づくりを行うことを積極的に推進している地区です。
　神谷地区での活動初年度は、地域活性化の指針を明らかにすることを目的にして地区の主だった人
や諸団体へのヒアリング調査を行い、地域活性化の五つの要因を明らかにすることができました。
　平成２２年度は、神谷地区からの要請で、神谷地区に現存する歴史的建造物の “旧神谷信用組合の
建物” と “耕作されずにいる畑” の活用方法についての取り組みを行い、“旧神谷信用組合の建物を拠
点とした畑の貸し出しシステム” の提案をしました。この活動を行う中で神谷地区に居住した水島義
郎氏が、明治３７年に新潟県で初めてチューリップを自宅の庭で咲かせたという史実を知りました。
　平成２３、２４年度は、“神谷が新潟県チューリップ初開花の地である” ことや歴史建造物である “旧
神谷信用組合” の建物、“旧来迎寺村一帯の大地主であった高橋家” が関係するもみじ園等の施設、神
谷地区内の歴史的資産などをまとめて紹介する “神谷情報マップ” 作り、“新潟県チューリップ初開花
の地” であることを知らせる看板の設置、チューリップの植栽を中心にした活動を行いました。
　平成２５、２６年度は、神谷地区の子供たちの地域の自然を体験し、地域の自然の素晴らしさを再
認識してほしいということで、神谷地区内を流れる “須川”を Eボートで下るイベントを企画しました。
このイベントへは、７歳から８０歳までの延べ３０人の神谷の住民の方が参加され、この模様は
NHKのクローズアップ現代の中で全国放送されました。
　学生たちは、自分達が設定した活動テーマを神谷で実践する傍ら、観桜会、どろんこ田田植え、運
動会、秋季大祭、収穫祭、さいの神等の神谷地区の行事へも積極的に参加し、地域の人達との交流も
積極的に進めています。こうした活動を通して、それまではひきこもりがちだった学生が両親もびっ
くりするくらいに活動的になり、社会に巣立って行くなどの成果が生まれています。
　核家族化し、幅広い年代の人と胸を開いて接する経験がほとんどない学生たちにとって、このプロ
グラムを通して多くの社会人の人から学ぶことの意義は非常に大きく、社会人基礎力育成にとってか
かせない教育プログラムとなっています。

平成 27 年 3 月
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4年生

11M012  太田愛実

11M021  國松優樹

11M024  古田島夏希

11M044  羽賀雄介

11M049  星田周哉

11M050  水品拓郎

11M063  大山真実

3年生

12E033  八藤後諒

12M001  今井大介

12M005  岡田　孝
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